年表　泊村漁業の主な歩み
	年　号
	西　暦
	主　な　出　来　事（出典）

	承応4

（明暦元年）

延享4

宝暦 8

文化11

文政　元

文政 5

文政 7

文政11

文政13

天保 4

天保 5

天保 7

天保 8

弘化 3

嘉永 6

安政 元

安政 3

明治4

明治 5

明治 6

明治10

明治22

明治25

明治26

明治29

明治34

大正 4

大正 6

大正 7

大正10

大正12

大正13

大正14

昭和 3

昭和 4

昭和 7

昭和14

昭和18

昭和20

昭和21

昭和22

昭和24

昭和25

昭和26

昭和27

昭和28

昭和29

昭和31

昭和34

昭和35

昭和39

昭和42

昭和43

昭和44

昭和45

昭和46

昭和52

昭和54

昭和55

昭和56

昭和57

昭和58

昭和60

昭和62


	1655

1747

1758

1814

1818

1824

1828

1830

1833

1834

1836

1837

1846

1853

1854

1856

1871

1872

1873

1877

1889

1892

1893

1896

1901

1915

1917

1918

1921

1923

1924

1925

1928

1929

1932

1939

1943

1945

1946

1947

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1956

1959

1960

1964

1967

1968

1969

1970

1971
1977

1979

1980

1981

1982

1983

1985

1987


	2月、泊浦に定番制船番所を置く。（御船手定）

板屋貝大豊漁。漁師はこのころまでは肥料として売っていた。（御船手定）

御船手役所泊・浦富に設置。橋本五郎左衛門、泊り御役所詰を命せらる。（橋本家家譜）（橋本家家譜には宝暦5年10月ともある）

9月、伝三郎の船、吹き流され乗組員4人水死。（県史・諸事控）

板屋貝大豊漁。（藩史・殖産商工志）

河村郡泊浦鰍漬絵図面議定書（泊漁協蔵）

板屋貝大豊漁。（藩史・殖産商工志）

2月、園村沖にて隠州島後矢尾村、忠右衛門の船破船。（県史・諸事控）

3月、泊り灘に、7･8間程の怪獣漂着。（県史）

2月、泊浦漁船転覆、水死8人。（県史）

帆立貝（板屋貝）大豊漁。干身にして長崎へ送る。（県史・天保厳秘録）

板屋貝大豊漁。（藩史・殖産商工志）

中国に輸出。（県史・水産業）

板屋貝大豊漁。（藩史・殖産商工志）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たい),鯛)大漁。小鯛は肥料にする。（県史・天保厳秘録）

3月、泊村の漁師流鯨と出会い、6･70貫ばかり切り取り帰る。（県史・諸事控）

3月、帆立貝大発生。小浜・石脇・宇谷農業用肥料として承認を受く。（県史・諸事控）
板屋貝大豊漁。（藩史・殖産商工志、県史）長崎へ送る。

板屋貝（帆立貝）大発生。（藩史・殖産商工志）

廃藩置県により船番所廃止。（泊村の歴史稿）

板屋貝大豊漁。（県史）

板屋貝大豊漁。（県史）

板屋貝大豊漁。（県史）

泊漁師66名海難死。（泊村の歴史稿）

板屋貝大豊漁。（泊村年譜）

泊港の潮抜き工事施工（工事費1,579円94銭）。

日本遠洋漁業創始者竹田虎蔵ら3名、対馬に渡り南鮮漁業を開発す。そのころの対馬は鯖・しまめいか・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわし),鰯)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶり),鰤)などの豊漁が続いていた。（泊村年譜）
泊港突堤工事施工。（泊村年譜）

泊尋常高等小学校に泊水産補修学校を加設。（泊村年譜）

小浜、地引網でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さば),鯖)3,000本（4月1日）。

2月、手負いの大鯨が漂うを発見、青年会が港に引揚げる。20EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろ),尋)の大物、売価2,000円を挙げた。

園、地引網でイカナゴ大漁。このころ鯖の大漁続く。
このころ泊島崎松太郎「しばりあみ」を開発、鯖の大漁を挙ぐ。（県漁連誌）

押村、八幡丸（15馬力）発動機木造船）を購入。網代から東洋丸（手操）外1隻の発動機船来泊す。

久津賀村・泊村漁業組合創立。組合長・長金五郎。

板屋貝大豊漁。機械船と帆船との間に貝漁をめぐる騒動が起る。（県漁連誌）

泊港築港工事着工。

5月、嶋崎松太郎　組合長に就任。
泊港築港工事竣工。

板屋貝大豊漁。

6月、泊・園の海岸に鮪の大群押寄せる。

9月行方不明の朝日新聞社機捜索のため漁船出動。

昨年秋よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のう),油)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そう),鮫)豊漁。1月30日、佐分利船300本とる。

11月、渡辺忠良　組合長に就任。

7月、嶋崎松太郎　組合長に就任。

泊村漁業会設立。会長、石井良三。

園の地引き網で大鯖大漁、網破れて鯖流出、一般の見物人拾い得、背負い籠で持ち帰る。

4月、八木弥太郎　会長に就任。

2月、市橋亀八　会長に就任。

8月、泊村漁業協同組合設立、組合長・市橋亀八。

第1回泊区漁業調整委員選挙、泊より市橋亀八を選出。
12月、泊の漁船、泊沖にて漂流中の韓国人3名の死体を収容、園の浜山に埋葬す。

7月、泊えびす祭海上御幸、大正15年以来25年振り復活。

8月、2種漁港に指定。

1月、北端信一　組合長に就任。

境港左近水産株式会社所有の昭徳丸（39トン）、同社の吉祥丸（60トン）が禁漁区内で鯖5,000貫を密漁中、泊漁船約100隻が包囲、泊の生活権を脅かすものとして泊に強制陸揚げして120万円で出荷した。境海上保安部が調査に乗り出したが、昭徳丸は潮に流されて禁漁区内に入ったが密漁はしていないと、水かけ論となり定めてなく物別れとなる。
8月、泊小学校において県漁連初めての鳥取県漁民大会を開催。各単位漁協からの参加1,500人沿岸零細漁民を危機に陥し入れる中型施網漁業の夜間操業並に大海区制反対を決議した。（県漁連誌）

1月、鳥取県管理漁港に指定。

長尾鼻灯台完工。

11月、泊村漁民、県庁に出て「密漁巾着船に対する強力な取締り方を」要求。

泊漁港「県漁港第二種」に告示。

漁業生活協同組合発足したが、31年3月解散（県漁連誌）

泊港祭海上渡御船1隻転覆、1名水死、仮死3名は人工呼吸で救助さる。

貝殻掘り始まる。瀬戸内地方のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のり),海苔)の養殖業者からの注文による。昔からの貝殻の捨場は後島から浜条（泊1区）までの海岸沿い一帯で、その層は約2メートル。

2月、賀須井直　組合長に就任。

11月、韓国人28名、船齢15年16トンの船で集団密航、泊に入港。
9月、西防波堤に灯台設置。

漁業後継者（水産高校生）に奨学金制度（月3,000円）

12月、高潮の襲来で漁船3隻港内に沈没。10数隻大破、80余隻被害、漁具の流失多し。

1月、高潮宇谷海岸300メートルを浸食。

11月、県営漁民アパート完成。

組合員193名、船133隻と掲載（日本海新聞）

2月、橋本是　組合長に就任。

泊漁協研究会、山陰で初めてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こんぶ),昆布)の養殖栽培に成功。

漁港関連道路新設工事着工。

3月、泊港物揚場増設（延長50メートル、幅6メートル）。

石脇に鳥取県栽培漁業センター完成。

2月、漁村センター完成。

5月、白イカ豊漁。

泊港関連道路完工。

4月、アワビの稚貝8,000こ放流。

7月、車エビの中間育成場設置。

7月、中国河北省水産部調査団、泊漁協を視察。
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